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研究成果の概要（和文）：本研究は、イスラミック・ツーリズムをめぐる観光経験の社会的意義を考察するもの
であった。本研究を通じて、①イスラミック・ツーリズムが、イスラームが過去から積み重ねた伝統に依拠しな
がら、現代の社会環境に沿った形で再解釈されてきた点、②イスラミック・ツーリズムにおける観光経験が、社
会におけるライフスタイルや生活実践のモデルを形成する場となっている点、③イスラミック・ツーリズムの観
光経験が、他者との無数のモラル・コミュニケーションを生み出すメディアとしての役割を果たしている点、④
観光経験をめぐるモラル・コミュニケーションを生み出す基盤として、イスラーム金融・経済が重要な役割を果
たす点、の4つを示した。

研究成果の概要（英文）：From the beginning of the 21st century, a new lifestyle based on Islamic 
principles, named Islamic tourism, has been widely accepted among Muslim communities worldwide. This
 new Islamic lifestyle market illustrates the transformation of the social life of contemporary 
Muslims. Therefore, this research project has focused on the social context of the Islamic tourism 
in contemporary Muslim societies from the perspective of the social context among Muslims.
In conclusion, the research project clarified that the development of the Islamic tourism has 
promoted moral communication through market practices among stakeholders. This is the creation of a 
new Islamic moral sphere in which individual leisure practices have strongly contributed to 
enhancing the morality and social welfare in recreation and entertainment activities in various 
fields.

研究分野：イスラーム地域研究

キーワード： イスラーム　ツーリズム　観光経験　コミュニケーション　メディア　モラル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題を通じて、イスラーム社会が観光経験によって、現代の社会環境に沿ったライフスタイルを確立して
いる点を解明してきた。その際、イスラームが歴史的に蓄積してきた伝統に立脚しながらも、観光市場における
多様な利害関係者たちとの交流や議論を通じて、現代的な解釈を生み出している点を明らかにした。さらに、こ
の蓄積されたイスラミック・ツーリズムをめぐる観光経験が、多様なメディアを通じて他者とイスラーム的なモ
ラルに基づくコミュニケーションを生み出す契機となっている点を示した。このイスラミック・ツーリズムをめ
ぐる観光経験が、モラル・コミュニケーションを生み出すメディアとなっている点を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究課題の研究開始当初の背景として、2000 年代以降の国際観光市場におけるイスラミッ
ク・ツーリズムの勃興と、そのなかで蓄積されてきたイスラミック・ツーリズム研究に対する課
題が明らかになってきた点があげられる。 
 イスラーム的価値規範に基づいた観光実践である「イスラミック・ツーリズム」をめぐる研究
では、「ムスリム観光客」と呼ばれるイスラミック・ツーリズムのコアな消費者となるムスリム
（イスラーム教徒）の消費行動とその宗教的選好を、アンケート調査や消費者行動論に基づいた
マーケティング分析を通じて明らかにしてきた（例えば、Alserhan, B. A. 2015. The Principles of 
Islamic Marketing (2nd Edition). London: Routledge.）。そこでは特に、「ハラール」と呼ばれるイス
ラームの教えにおいて許容された行動規範が、飲食をはじめとする観光行動を強く規定する点
が示している。これらの研究の蓄積のなかで、イスラーム的価値観に則った観光実践としてのイ
スラミック・ツーリズムが、ムスリム観光客のハラール規範に基づいた消費行動や、ハラール食
品や礼拝設備の整備に代表される観光商品・サービス・インフラの普及と同義に捉えられるよう
になっていった（例えば、Battour, M. & Ismail, M. N. 2016. Halal Tourism: Concepts, Practices, 
Challenges and Future. Tourism Management Perspectives 19 (B): 150-154.）。 
 一連の研究の進展がありながらも、ムスリム観光客の宗教的選好に基づいた「コンテンツ」の
分析に終始するイスラミック・ツーリズム研究の状況は、ムスリムを画一的・静態的なものとし
て捉える傾向が強い点が指摘されている。しかし現実には、ムスリム個人やイスラーム社会の多
様なライフスタイルや社会的規範がイスラミック・ツーリズムの諸活動にも反映され、歴史的に
も多くの変遷を経て現代の姿となっている。それゆえ、イスラミック・ツーリズムはイスラーム
諸国内外の観光をめぐる関係者の多様なコミュニケーションの結果として構築された、ひとつ
の歴史的・社会的産物である点を指摘できる（例えば、安田 慎. 2013.「倫理からシャリーア・コ
ンプライアントへ－オールタナティブ・ツーリズムとしてのイスラミック・ツーリズムの発展」
『観光学評論』1(1): 42-65.）。このイスラミック・ツーリズムの市場制度構築に際して、ネット
ワークのハブとなる中間支援組織や個人が積極的にネットワーク形成に携わり、経済的持続性
と宗教的正当性の双方を担保できる市場規範と産業構造を構築しようと試みてきた。この中間
支援組織や個人の「社会的企業」としての性質が、イスラミック・ツーリズムの独自性であると
ともに、国際的な広がりを持つ原動力ともなってきた点を指摘してきた。 
他方で、一連の議論は市場内の観光商品・サービス・インフラといったコンテンツを分析対象
とするものが多かった。そのため、イスラミック・ツーリズム市場において観光者たちがいかな
る実践を行い、観光経験を構築していくのか、もしくはその観光経験がいかに社会のなかでイン
パクトを与えるのか、というミクロな視点に立った分析は議論の後背に追いやられてきた。しか
し、イスラミック・ツーリズムは関係者たちの観光経験が社会のなかで共有され、価値のあるも
のとして認識されることによって、国際観光市場のなかで意味を持ち続けていると言える。その
点、これまでのイスラミック・ツーリズム研究が想定してきた観光者の動機や宗教的選好が観光
実践を機械的に規定するのではなく、個々のコンテンツに起因する観光経験が、社会のなかでい
かにイスラーム的な意味づけや価値づけがなされていくのか、という観光経験のコンテクスト
をめぐるプロセスにこそ着目すべきである。 
一連の議論を踏まえ、イスラミック・ツーリズムを「コンテンツ」の生産・消費に立脚した現
象として捉えるのでは不十分である点を指摘した。むしろ、それらのイスラーム的コンテンツに
関与する人びとが、観光経験をいかにイスラーム的「コンテクスト」のなかに位置づけ、社会の
なかで共有していくのかという視点に着目することが求められる。すなわち、観光者が個々の観
光経験に対して、イスラーム的な意味を見出し、社会のなかで共有しようと行動を起こす、その
実践のプロセスにこそ着目する必要がある点を示した。実際、これまでの観光研究でも宗教観光
の議論を中心に、自らの観光経験に宗教的意味づけを行う実践や場に関して、宗教思想をはじめ
とする文献研究、観光者のナラティブ分析や旅行記の分析を通じて解明する研究がなされてき
た（例えば、Siddique, M. 2015. Hospitality and Islam: Welcoming in God’s Name. New Haven: Yale 
University Pressや Haq, F. & Wong, H. Y. 2010. Is Spiritual Tourism a New Strategy for Marketing Islam? 
Journal of Islamic Marketing 1(2): 136-148.）。これらの観光経験をイスラーム的コンテクストに位
置づける実践こそが、イスラミック・ツーリズムを振興し、その価値を高めてきたと考えられる。 
 
２．研究の目的 
前項におけるイスラミック・ツーリズム研究をめぐる課題を解決するために、本研究課題では、
イスラミック・ツーリズムにおける観光経験の社会的コンテクストをめぐる諸実践を、「観光経
験のコンテクスト・プラクティス」と名付け、その実態を解明することを主眼において研究を進
めてきた。特に、観光経験を通じて生み出されるイスラーム的コンテクスト（意味体系や価値体
系）が社会のなかでいかに共有されていくのか、イスラミック・ツーリズムの実態を把握しなが
ら、概念化していくものであった。その際、伝統的にイスラーム的な価値を生み出してきたイス
ラーム文明遺産（モスクや聖地といった宗教的な場）を主たる研究対象に、それらの文明遺産が



現代社会のなかでいかに観光者の間で観光経験を生み出し、イスラーム的コンテクストのなか
で意味づけられ、人びとや社会のなかで共有されていくのか、その社会的プロセスを分析してき
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、イスラミック・ツーリズムにおける「観光経験のコンテクスト・プラクティス」
を解明するために、フィールド調査・文献調査・理論研究の 3つの領域を基軸とする、地域研究
の手法に則って研究を進めてきた。 
フィールド調査では、イスラミック・ツーリズムの中核的なコンテンツとして認識されてきた
イスラーム文明遺産（モスクや聖地と言った宗教的な場）に焦点を当て、イスラミック・ツーリ
ズムが活発な中東地域、東南アジア地域を中心に、参与観察を通じた実態調査やインタビュー調
査を行ってきた。具体的には、中東地域では湾岸諸国（UAE とクウェイト）とヨルダン、東南ア
ジア地域ではインドネシアとシンガポール、他の地域としてアフリカのセネガルと南アジアの
モルディブでの調査を行った。インタビュー調査では特に、イスラーム旅行会社と呼ばれる宗教
ツアーを専門に扱う会社や関係者への半構造インタビューを行ってきた。なお、2020 年度には
新型コロナウィルスのために国外でのフィールド調査が困難になったことから、文献資料調査
を中心とするものへと切り替えた。 
文献資料調査では、各地におけるフィールド調査の過程で入手した、イスラミック・ツーリズ
ムに関連する文献資料やデータを整理していくなかで分析を行ってきた。特に、アラビア語やマ
レー・インドネシア語文献を中心に、世界各地で現地資料を入手するとともに、街中におけるパ
ンフレットやポスターの類を積極的にアーカイブしていくことにした。 
理論研究では、イスラミック・ツーリズムや観光学に関わる先行研究を整理していくとともに、
イスラーム金融・イスラーム経済をめぐる議論を参照しながら、イスラミック・ツーリズムの特
性を明らかにしていくことを目指した。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の研究成果として、（1）イスラミック・ツーリズムが、イスラームが過去から積み
重ねた伝統に依拠しながら、現代の社会環境に沿った形で再解釈されてきた点、（2）イスラミッ
ク・ツーリズムにおける観光経験が、社会におけるライフスタイルや生活実践のモデルを形成す
る場となっている点、（3）イスラミック・ツーリズムの観光経験が、他者との無数のコミュニケ
ーションを生み出すメディアとしての役割を果たしている点、（4）観光経験をめぐるコミュニケ
ーションを生み出す基盤として、イスラーム金融・経済が重要な役割を果たしてきた点、の 4つ
が明らかになった。 
 
（1）イスラミック・ツーリズムにおけるイスラームの諸概念と伝統の再解釈 
 従来の研究においては、ムスリムが教義に基づく宗教的選好によってイスラミック・ツーリズ
ム市場が形成されている、という前提が共有されてきたのに対して、本研究ではそれらの諸概念
が現代社会に合わせて再解釈が施されてきた点を明らかにしてきた。その際、イスラーム世界の
なかで蓄積されてきたイスラーム法学の伝統だけでなく、19 世紀以降に西洋人旅行者たちがト
ラベル・ライティングのなかで書き記してきた旅行経験も参照されてきた点を明らかにした。こ
れらのイスラーム世界が蓄積してきた諸記述や概念が整理し直されていく過程で、イスラミッ
ク・ツーリズムに関連する旅行者（サファル）や歓待（ディヤーファ）、ハラール／ハラームと
いった、関連する諸規定が再解釈されてきた点を明らかにした。あるいは、それらの諸概念が常
に参照される市場環境が社会のなかで構築され、市場関係者の間で常に議論されていくなかで
解釈が施され続けている点を確認した。 
 
【主な研究成果】 
・Yasuda, Shin. 2019. Creating Islamic Context in Travel and Tourism: Philosophy and Sensibility in the 

Adab Literature regarding Safar Tradition. Tonaga, Yasushi & Fujii, Chiaki eds. Islamic Studies and the 
Study of Sufism in Academia: Rethinking Methodologies, Vol. 3. Kenan Rifai Center for Sufi Studies, 
Kyoto University, pp. 87-100. 
・千葉悠志・安田慎編.『現代中東における宗教・メディア・ネットワーク：イスラームのゆく
え』春風社. 

 
（2）新たなライフスタイル像としてのイスラミック・ツーリズム 
 従来の研究において、イスラミック・ツーリズムは個人の宗教的選好の発露の場として捉えら
れてきたが、実際にはより広範な社会におけるライフスタイルの一部として捉えることが可能
である、という論点を提示した。具体的には、イスラミック・ツーリズムにおける観光経験が宗
教的選好にのみ縛られるものではなく、よりよい日常生活や人生の希求、というムスリム（イス
ラーム教徒）の人生設計のなかに位置づけられる点を示した。それとともに、一連の観光経験が
個人に留まるものではなく、多様な観光メディアを通じて、他人と共有されていく点や、社会に
おけるロール・モデルとして作用していく点を指摘した。 
さらに、観光経験そのものが他者とのコミュニケーションを通じて、社会的コンテクストのな



かに位置づけられることによって、はじめて個人のライフスタイルのなかでも意味を持つ点を
示した。 
 
【主な研究成果】 
・安田慎. 2021.「ハラール産業」鮎京正訓・島田弦・桑原尚子編『多様な法世界における法整備
支援』旬報社、pp. 555-591. 
・安田慎. 2021.「宗教がツーリズムと出会うとき：観光資源化する宗教遺産」東長靖・西尾哲夫
編『中東・イスラーム世界への 30の扉』ミネルヴァ書房、pp. 179-188. 

 
（3）モラル・コミュニケーション・メディアとしてのイスラミック・ツーリズム 
 イスラミック・ツーリズムの浸透は、単なる個人の宗教的選好の発露という文脈を超えて、他
者とのコミュニケーションを喚起するメディアとして作用していく点を明らかにした。特に、観
光経験が単に個人のなかに留まるものではなく、他者とのコミュニケーションを通じて社会的
コンテクストを獲得することによってはじめて意味を持つという観点から、他者との経験の共
有を常に希求している点を示した。そのなかで、イスラミック・ツーリズムにおける観光経験が、
イスラーム的価値規範に基づくモラルに基づくコミュニケーションを喚起するメディアとして
機能している点を明らかにした。このメディアとしての観光経験のモラル・コミュニケーション
が、現代社会におけるイスラミック・ツーリズムの浸透に寄与している点を指摘した。 
 
【主な研究成果】 
・Yasuda, Shin. 2022. Rethinking Islamic Leisure from Market Islam/L'Islam de Marché: Development of 

Moral Communication in the Nealiberal Piety. Kyoto Bulletin of Islamic Area Studies 15: 18-32. 
 
（4）イスラミック・ツーリズムにおけるモラル・コミュニケーションとイスラーム経済・金融 
 イスラミック・ツーリズムにおけるモラル・コミュニケーションが、イスラーム金融やイスラ
ーム経済と結びつくことで、その市場規模を拡大させている点を明らかにした。特に、近年では
イスラミック・ツーリズムに関連する商品・サービスが市場において広がっていくなかで、個人
消費者たちによる一連の商品・サービスの利用が促進されている実態を明らかにした。さらに、
イスラーム銀行や類似する金融機関による、イスラミック・ツーリズム市場への融資が様々な形
で行われていくなかで、イスラーム的価値規範に基づく情報や資本の流通も活性化していく点
を明らかにした。この動きが、メディアとしてのモラル・コミュニケーションの更なる活性化を
促す基盤となっている点を示した。 
 
【研究成果】 
・Yasuda, Shin. 2021. Islamic Tourism: Development of Islamic Finance as a Market Philosophy. Journal 

of Islamic Tourism 1(1): 65-79. 
 

＊ 
 
 本研究課題において解明された以上の点を踏まえ、イスラミック・ツーリズムが市場を通じた
観光経験を基軸として、イスラーム的価値規範に基づくモラル・コミュニケーションを生み出す
市場実践の場となっている点を明らかにした。それは単に個人の宗教的選好や内面の規律化に
留まることなく、他者とのモラル・コミュニケーションによって、社会を規律化していくととも
に、モノや情報、資本のモビリティを強く規定するものともなっていく点を示した。 
 一連の研究成果は、従来のイスラミック・ツーリズムの姿に修正を図ることになると考えられ
る。特に、従来は意識されることのなかったイスラーム金融・イスラーム経済との結びつきや、
現代社会における消費活動や貯蓄行動といった、より広範なライフスタイル論として論じるこ
との重要性を示すものであった。 
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